
　　

　

　
　　　　
　
　　

－
が
養
磯帯磁
誕
繊細

　

　　　

　

　

　

　
　
　　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　　　
　
　　　　

：

　

団
体
で
す
か
ら、
災
害
救
援
活

詩寿者〒カ￥らの き動意とともに

し
や
す
い
社
会
の
実
現
と
あ
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ま
す。
そ
の
前
提
と
な
る
豊
か

　
　　　

　　　　　

臓
物醐
脚鋼駆動轍蝋鞠刈岬醐

　

岬瀞悌磯欄
鰯醍鵠
縮刷経
澗懲擬
鞠熊麻塊
度瓶給更灘厭
け

　　　

十，
櫛
桝細
腕ふ緋叩脚醐脚欄湖櫛

　

縄励栂離職
誌確螺膨瀕圏瞭
続騰撒円能蝋湖猶
戦醐嘘鞭靴廓総万

　

湖曜

　

轍粒締賦
洲脚綴中細鎚細蝋蹴隠

　

微卿胤腿細
隊肺鰻峨納醐湖
歌小織臓議禰臓粥
欝窺臓鞘勢謝醗瀞

　　　

肋珊

　

峨鵠娠縄開間繍盟鰯川洲頓撒伽醐

　

縄繊細獅牒
総滋繊細醐棚瞬き締栂跳剛弥綴縦辞
機灘鰍腸栃鰹湖淑

パ

　

部粘

　

瞬轍総臨鰯獅総擬蹴塊離散総醐轍
め蹄賑盤鞘総圧謝蹴蹴臓晒轍鰯轍臥甫掬激鰯岬獅誰眼綱船細撒総楓糊醐

窪

　

重γ
＞
馴
同
設
剣
唾
刷
各
諏
プ
劃
遥
働
繍
ま
成
嫁
馴
剃
Ｎ
禽
食
捌
燃
伽
瑚
鰯
矧
う
澱
眺
仙
メ
瞬
斜
総
務
僻
性
醐
＝
湖
ロ
出
ぼ
対
勲
棚

　　　

史
年

　

年

　　

年
年

　　　　　　

年

　　　

年
年

　　　　　　

年

　　　

年

　　　

年

　

年

　

年

　　　　

年

年
年

　　

年

　　

　

　

　

　

　
　

　　　　　

　

　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　
　

　

　

　

　

　　

事業団の歩み
く前史＞
１９６１年 財団法人「読売光のプレゼ

　　　　

ント協会」設立

　

６

　　

４年

　

同協会内に読売アイバンク

　　　　

設立。これまでに６１００件の

　　　　

角膜を移植

　

６９年

　

「愛のプレゼント協会Ｊ設立

　

７０年

　

同協△会が財団法人に。全国

　　　　

各地の重症心身障害児者施

　　　　

設にボランティアの「愛の

　　　　

プレゼント奉仕団」の派遣

　　　　

を開始。２０仙年まで総回派

　　　　

遣、延べ１万３８３３人が参加

　

７１年

　

藁症心身障笹児者施設への

　　　　

療育研究助成開始。２御８年

　　　　

まで総額約１億８０００万円助

　　

成
＜５０年の歩み＞

　

７１年 財団法人「読売光と愛の事

　　　

業団」設立。愛のプレゼン

　　　　

ト協会と光のプレゼント協

　　　　

会が合併。初代理事長に溺

　　　　

台光雄氏（読売新聞社社長）

　　　

就任

　

８１年

　

地道に福祉活動をする地域

　　　

の団体を表彰する「福祉活

　　　

勤奨励賞」を創設し、発表。

　　　　

２０００年まで２０回表彰

　

８２年

　

無料で眼科検診・診療を行

　　　　

う「南洋諸島眼科医療団」

　　　　

派遣事業開始。２０００年まで

　　　

１９回派遣

　

９１年

　

「山路ふみ子記念・読売ボラ

　　　

ンティアセンター」を開設

　

９５年

　

阪神大震災。被災者救援募

　　　　

金に約４０億８０００万円

　

９

　

６年

　

「松井秀喜ホ」ムラン基金」

　　　　

設立。障害者が働く小規模

　　　　

作業所などを助成。２００７年、

　　　

「生き生きチャレンジ事業」

　　　

に発展

　

９

　

９年

　

「郡司ひさゑ奨学基金」支

　　　

給開始。現在までに２５７人

　　　　

に総額３像１２０００万円支給
２００１年 社会福祉法人に組織変更

　

０３年

　

「読売プルデンシャル福祉

　　　

文化賞」創設。甥僧年に「読

　　　

売福祉文化賞」に改称

　

０４年

　

初めて海外にボランティア

　　　

を派遣。マレ」シアの知的

　　　

障害者作莱調など。２００８年

　　　

まで６回派遣

　

０５年

　

川崎市に「よみうりランド

　　　

花ハウス」を開設

　　　

読売療育賞の第１回受賞者

　

　

　

１１年

　

東日本大綴災。災害救援募

　　　

金的郡甑４０００万円を集め

　　　

る。その後の寄付で被災者

　　　

の進学支援の奨学金など被

　　　

災者支援事業展開

　

１２年

　

花ハウスのサテライト施設

　　　　

「すみれ館」開設

　

ｉ４年

　

「よみうりランドケアセン

　　　

ター」を統合

　

１８年

　

「子どもの貧困」問題の解

　　　

消を目指した「子ども育成

　　　

支援事業」開始

　

１９年 災害ボランティアの初勤資

　　　

金を提供する「災害ボラン

　　　

ティア登録」制度を創設

　

２０年

　

新型コロナウイルスに対時

　　　　

（たいじ）する医療従事者

　　　

を支援するための基金設立

；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；
…

　

現在の主な事業

　

ｌ
１

　　

助成鞭
…

　

▽郡司ひさゑ奨学基金（児壷養ｌ
ｉ

　　

護施設から大学などに進学す

　

１
：

　　

る学生；こ奨総支給）
ｉ

　

▽子ども育成支援事業（「子ど；
；

　

もの貧困」などの解消を目指；
：

　　

ず支援団体に助成）
１

　

▽生き生きチャレンジ事業（障

　

１
１

　　

害者が働く福祉作業所の賃金

　

ｉ
ｉ

　　

アップに向けた取り組みを支

　

｝

　

みずた・くにお、１９４９年生ま
れ。７３年厚生省入省。厚生労働
省大臣官房政策統括官（４吐会保
鞘当）、保鯛長、騨生労働次官を歴任。２０１８‘ｉＥ３月、読売
光と愛の事藁団理事長に就任。
　　　　　　　　　

　　　　　　　

責
任
も
重
大
で
す。
光
と
愛
の

蝶
綱
鍬
縄
擁
＆

　

事
業
団に
は文
字通
り
希望と

　
　

　
　　
　
　

読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
事
業
の
中
核
を
担
う
読
売

光
と
愛
の
事
業
団
が
今
年
８
月、
創
立
５０
年
を
迎
え
た
。
障
害

者
の
支
援
か
ら
始
め、
今
で
は
災
害
救
援
募
金
や
奨
学
金、
医

療
支
援、老
人
施
設
運
営
ま
で
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　
　　
　
　

　　

塾
瞥
警
醒
嬢

十
十
事
業
団
の
活
動
実
績
を

２０２１年０９月２０日 読売東京 朝刊 朝特Ｂ１２版１２頁

　

　

　
　
　　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　

　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　

獅

　

輔溺
服

滋

　

に

　

福
祉
の
文
化
定
着
さ
せ
た
い

　

顕

霧
謝琳

　　　　　

り
ま
し
た。
読
売
新
聞
グ
ル
ー

　　　　　　　　　　

動
は
非
常
に
重
要
で
す。
阪
神

　　　　　

皆
様
と
出
会
い、
生
命
の
美
し

　

の
流
れ
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の

園
騨
膿

も
騒
麗
躍
談
謎
護
馳
駆
澱

　

　

　　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

．
酬擁瀞艶
灘

と

園
雛
墓

園
聯
繋
灘
轍

　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　

大
き
な
ヵ
と
な
っ
て
ぃ
ま
す」

　

ん

　　

ー
こ
れ
か
ら
の
社
会悩
羅

　

支
ぇ
合
ぅ』
と
ぃ
ぅ
事
業
団
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

栗
原
「
障
害
を
持
っ
た
方
々

　　　　　

法
人
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は。

　

理
念
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

女優・栗原小巻さんと水田邦雄理事長 対談

よ
り
も
読
者
の
皆
様
の

　　　　　　　　　

と、
健
常
者
の
方
々
と
の
交
流

　　　　　　

理
事
長
「
時
代
と
と
も
に
肋

　

じ
ま
す」

社会福祉法人

　

読売光と愛の事業団

　

創立５０年　
　　　
　
　
　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
　

　　　　

説
明
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す。

　
　
　
　
　
　

　　

　　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

ふ旦

　

臨
噛
掲
護

　

ら

　

さ
≧
議
女

震
廷・
蓬

覇
録
護
鱗

創

　

的
套
会
福
祉
藁
逢
開。

　　　

；
マ、
袋
作
空
そ
す。

　

税
金
醤
遇
聾
が
あ
り・
組

が
社
会
髪
化
と
し
志
付
く

　　　　　

私
自
身、微
力
で
す
が、
関
わ
ら

　　　　　　　　　　

そ
の
時、
様
々
な
障
害
の
あ
る

　　　　　

繊
自
体
が
公
的
な
存
在
で
す。

　

よ
う、
事
業
団
も
根
気
強
く
活

　　　

“

　

せ
て
い
た
だ
い
て
１８
年、
ご
活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

団
き
剛
鏡
鱈
甑
誌
簾
環

　

）「

　　

必
要
な
人
々
に
支
援
の
手
を

後
継
嬢
甥
蕩
鰯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時
に
都
内
の
児
童
養
護
施
設
に
入

　

物
が
流
失、
通
所
者
２
人
が
行
方

嚢
屡
竃
ぎ
寿
変
多

　　　

受
賞
で
活
動
の
幅
広
が
る

　　

可
嚢
奉
ｑ
そ
軸
憲

蚕
転
，た。

く
の
個
人
・
団
体
を
支
援
し
て
き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
大
学
に

当
時
施
設
長
だ
つ
た
松
原
千
晶

た。
創
立
測
周
年
を
機
に、
事
業
団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

進
学
し
た
。
在
学
中
は
国
際
親
善

　

理
事
長（
６０）は、
震
災
後、
早
期

に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹
介
す
る。

　　　　

第
６
回
（２
０
０
８
年）
の
読

　

員
は
８
０
０
人
に
増
え、
「欧
州

　

サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
な
ど
英
語

　

再
建
を
目
指
し
て
奔
走
し
た。
事

　　　　　　　　　　　　　　

亮
福
祉
文
化
賞
を
受
賞
し
た
ス
マ

　

の
よ
う
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
も

　

漬
け
の
日
。々
２
年
生
の
夏
に
は

　

業
団
か
ら
の
支
援
金
は
１
０
０
０

イ
ル
ク
ラ
ブ
（千

　

っ
と
身
近
な
も
の
に
し
た
い。
こ

　

米
国
・
テ
ネ
シ
ー
州
の
大
学
に
９

　

万
円。
高
台
に
作
業
工
房
を
建
設

藁
県
柏
市）
の
大

　

れ
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
へ
の
取
り
組

　

か
月
留
学、
卒
業
時
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ

　

し、
２
０
１
３
年
に
事
業
を
再
開

浜
あ
つ
子
理
事
長

　

み
も
応
援
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

　

１
Ｃ
９
０
５
点
と
い
う
好
成
績
を

　

し
た。

（
６５）
は
「受
賞
で

　

事
業
団
に
期
待
す
る。

　　　　

残
し、
今
は
外
資
系
生
命
保
険
会

　　

松
原
さ
ん
は
「被
災
後・
通
所

私
た
ち
の
活
動
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

者
は
数
人
し
か
お
ら
ず、
そ
ん
な

　　　　　　　　

」
）
≦
：
：
≧÷′｝
；
≦

　　

社
で
働
く。

社
会
に
認
め
ら
れ

　　

と
の
麦
ヤ
ス
学丁
産．
挙か

　　　

２
年
前
に
は、
社
会
的
養
護
を

　

に
お
金
を
か
け
て
ま
で
再
開
す

就
瞬学
酬蛸
踊
鎌

　

楓奨
学Ｔ全鬼
の
・お
か”ぼけ

　

経
験し
た
。
米。若者
が交
流
す
る必要
が
ある
のか
周
り
か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
入
っ
た
。
「
児

　

－言
わ
れ
た。
し
か
し、
身
近
に
障

活
動
の
原
動
力
と

　

．
…●

　

、
…

・

　

郡
司
ひ
さ

　

竜
福
祉
の
向
上
の
た
め、
自
ら
も

　

害
者
の
働
く
場
が
な
い
と
地
域

※

　

事業団に寄せられた声

な
ど
を
開
催
す

　

「
奨
学
金
の
お
か
げ
で
ア
ル
パ
イ

　　

宮
城
県
女
川
町
で
サ
ン
マ
を
使

　

う
に
な
っ
た。
子
ど
も
食
堂
も
始

る。
障
害
の
あ
る

　

ト
に
時
間
を
と
ら
れ
ず、
思
い
切

　

っ
た
パ
ン
や
か
り
ん
と
う
な
ど
を

　

め、
今
後
は
「地
域
に
な
く
て
は

ス
マイル
ク
ラブ
の
「通

　　　

子
を
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

　

り
勉
強
が
で
き、
あ
り
が
た
か
っ

　

製
造
・
販
売
し
て
い
る
障
害
者
就

　

な
ら
な
い
存
在
と
な
り
た
い」
と

勘
が
藁
大
学
の
塾
き

　　　　

一
環
で
個
別
指
導
す
る
塾
も
姶

　

た」
と
振
り
返
る。

　　　　　

労
支
援
施
設
「
き
ら
ら
女
川」
。

　

話
す。

め・
活
動
の
幅
は
広
が
っ
た。
会

　

母
子
家
庭
で、
高
校
入
学
と
同

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
建

南
洋
眼
科
医
療
団

▽波災者救援のための著竪ロ^ 募
集
▽被災地の福祉団体支援助成、

　

被災地で活動する災害ボラン

　

ティアへの支援
▽新型コロナウイルスと対鋳す

　

る医療従事者への支援

　

事葺き運営
▽高窓き者施設花ハウス、すみれ

　

館、ケアセンターの運営
▽読売アイバンク（角膜を斡旋）

イ
靭
鹸磯
献岐
親切偶
似献納翻勘膨

プ

　

た

　

団
す
援
イ
ヘ

　

ハ
タ
ク

　

賓
活
顕
童
改
を

ン

　

の

　

祉
動
支
ウ
者

　

花
ン
ン

　

化
祉
を
（
膏
究

フ

援

　

橿
活
の
ナ
事

　

殻
セ
パ

　

文
福
人
賞
療
研

ｍ

　

救

　

の
で
ヘ
ロ
従
営
施
ア
イ
葉
祉
い
個
青
の
践

　

者

　

地
地
ア
コ
療
選
者
ケ
ア
事
福
し
や
療
設
実

）
災

　

災
災
ィ
型
医
業
齢
、
売
彰
売
わ
体
売
施
た

擾
波
集
散
被
テ
新
る
事
高
館
読
顕
続
き
団
読
者
れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
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大
き
な
意
義
実
感

　
　　

業
団
の
南
洋
諸
島
眼
科
医
療
団
の

一
員
だ
つ
た。
１
９
８
９
年
の
第

８
回
か
ら
最
後
の
１９
回
ま
で
毎
年

参
加、
「
太
平
洋
戦
争
の
戦
場
だ

っ
た
南
繰
諸
島
の
方
々
へ
の
お
誇

ぴ
と
考
え、
参
加
し
た
」
と
振
り

返
る。医療
団
の
派
遣
先
は
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共

和
国、
パ
ラ
オ
共
和
国
な
ど
で、

医
師、
看
護
師
ら
延
べ
８
９
７
人

が
参
加。
２
万
４
６
８
１
人
を
診

察
し、
１
７
１
５
件
の
白
内
障
な

ど
の
手
術
を
行
っ
た。

１
日
１０
件
以
上
手
術
を
し
た
と

い
う
村
上
さ
ん。
手
術
翌
日
の
回

診
で
「よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す」
と
言
わ
れ、
感
無
量
だ
っ
た

と
い
う。
「あ
の
頃
は
南
洋
諸
島

も
医
療
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず、

出
向
い
て
い
っ
て
施
術
す
る
こ
と

に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
」
と
医

療
団
派
遣
を
評
価
す
る。

事
業
団
は、
超
高
齢
化
が
進

老
人
保
健
施
設
「よ
み
う
り
ラ

騎
市
多
摩
区
で
三
つ
の
高
齢
者

“
碁
．馨
墓
．

安
心
の
老
後

支
え
る

…澱
灘瀞滋

施
設
を
逼
賞
し
て
い
る。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
よ

み
う
り
ラ
ン
ド
花
ハ
ウ

　　

隷

改
善
を
目
的
と
し
リ
ハ
ビ
リ
を

展
開
し
、
０３
年
の
施
設
開
所
以

来
の
利
用
者
数
は、
入
所
と
通

　　　　　　　　　
　

　　
　
　　
　
　
　
　
　
　

尽爾１００隊）ハ醐一難爾醐
“

門
は
全
室
個
室
で、
こ

　　　　　　　　　　　

所者（２α≧１…手４月、荘…ハウスで）ｏ

　

３施設の入所
雲一驚

　

新型ゴロナウイノ以のワクチンの接硬授ける入

　　　　　　　　　　

省‘ま？月で‘都議全員が２回接種を完了。職員の２

　　　　　　　　　　　

回接種率も９月中に９８％に達する見込みだ。３施

　

ア開獲に

　　　　

渡とも感染防止対策は万全の体制を取っている

３っの高齢者施設運営

　

個室で看取り対応

れ
ま
で
に
約
９
０
０
人

が
入
所
し、
１２
年
か
ら

は
春
駆
り
に
対
応
し
て

い
る。

　

入
所
部
門
を
統
括
す
る
北
角

智
美
介
護
長
は
「
ご
利
用
者
様

の
笑
顔
と
『こ
こ
に
入
れ
て
よ

か
っ
た
』
と
い
う
言
葉
が
私
た

ち
介
護
臓
の
心
の
支
え
で
す。

今
後
も
ご
利
用
者
様、
ご
家
族

の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
い
き
ま

す」
と
話
し
て
い
る
。

　　
　
　
　
　
　　　

　
　
　
　
　

　　　　　

　
　
　
　

の
方
々
が
施
設
で
看
取
ら
れ

　

身
が
『身
内
を
預
け
た
い』
と

　

方、
１２
年
に
は、
多
摩
区
内
に

　　

者ー

　　

の
あ
ら
ゆ
る
要
請
に
応
え
ら
れ

た。坂
口
隆
志
・
副
施
設
長
兼
介

　

い
」
と
話
す。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

よ
う
温
か
み
の
あ
る
個
別
ケ
ア

　

ー
を
併
設、
地
域
の
高
齢
者
福

　　

１

　　

４
年
に
は
花
ハ
ウ
ス
近
く
で

以
来
１
３
０
０
人
を
超
え
て
い

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
隣
員
自

　

祉
増
進
の
中
核
を
果
た
す
ー

　　

別
法
人
が
運
営
し
て
い
た
介
護

　　　　　

る。


